
平成™˜年�月˜š日 月曜日 第œ˜˜˜号官 報
給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
変
更

再
生
計
画
認
可

平
成
１
８
年
（
再
ロ
）
第
３
０
号

岡
山
県
備
前
市
三
石
2
8
1
2番
地
の
１

再
生
債
務
者
内
藤
直
幸

１
主
文
本
件
変
更
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
1年
６
月
2
9日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
変
更
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生

法
に
定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
1年
７
月
１
日
岡
山
地
方
裁
判
所
第
３
民
事
部

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
公
告

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
の
役
員
の
任
命

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成

1
1年
法
律
第

1
0
3号
）

第
2
0条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
国
立

印
刷
局
の
役
員
を
任
命
し
た
の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
1
年
７
月

1
3
日
独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局

理
事
長
南
木

通
大
野
雅
人

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
理
事
に
任
命
す
る

（
以
上
平
成
2
1年
７
月
1
0日
）

会
社
そ
の
他
の
公
告

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
三
日

北
海
道
札
幌
市
白
石
区
北
郷
七
条
三
丁
目
一
三
番

一
四
号

有
限
会
社
テ
イ
ル
フ
ォ
ー
ム

代
表
取
締
役

尾
形

敦
哉

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
五
百
万
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
会
社
は
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。平

成
二
十
一
年
七
月
十
三
日

愛
知
県
西
春
日
井
郡
春
日
町
大
字
落
合
字
宮
重
町

一
五
九

有
限
会
社
楓
商
会

取
締
役

山
田

憲
司

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十

九
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
合
併
に
伴
い
、
甲
は
そ
の
商
号
を
株
式
会

社
タ
テ
マ
ツ
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
十
八
日

掲
載
頁

一
四
一
頁
（
号
外
第
一
二
七
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
六
月
十
八
日

掲
載
頁

一
四
〇
頁
（
号
外
第
一
二
七
号
）

平
成
二
十
一
年
七
月
十
三
日

東
京
都
台
東
区
浅
草
七
丁
目
三
番
六
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
イ
テ
ィ
ー
・
タ
テ
マ
ツ

代
表
取
締
役

立
松

進

東
京
都
台
東
区
浅
草
七
丁
目
三
番
六
号

（
乙
）
株
式
会
社
タ
テ
マ
ツ

代
表
取
締
役

立
松

進

合
併
公
告

左
記
法
人
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
合
併
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
一
年
六
月
三

十
日
に
合
併
後
旧
主
務
官
庁
の
認
可
を
得
て
い
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
（
平
成
二
十
一
年
七
月
十
四
日
）
か
ら
平
成
二

十
一
年
九
月
十
八
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
三
日

宮
崎
県
宮
崎
市
宮
田
町
一
番
六
号

（
甲
）
社
団
法
人
宮
崎
県
物
産
振
興
セ
ン
タ
ー

会
長

佐
多

芳
大

宮
崎
県
宮
崎
市
宮
田
町
十
三
番
十
六
号

（
乙
）
社
団
法
人
宮
崎
県
産
業
貿
易
振
興
協
会

会
長

中
島

勝
美

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
が
営
む
一
切
の
事

業
（
但
し
、
消
費
者
金
融
事
業
の
う
ち
商
品
名
「
Ａ
カ
ー

ド
」
及
び
「
α
倶
楽
部
カ
ー
ド
」
に
係
る
も
の
並
び
に
信

用
保
証
事
業
の
う
ち
住
宅
ロ
ー
ン
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
甲

及
び
乙
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
一
年
六
月

二
十
六
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提

出
済

平
成
二
十
一
年
七
月
十
三
日

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
一
丁
目
一
七
番
二
六
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
プ
ラ
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト

代
表
取
締
役

常
峰

仁

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
一
丁
目
一
七
番
二
六
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
プ
ラ
ス

代
表
取
締
役

常
峰

仁

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
が
営
む
消
費
者
金

融
事
業
の
う
ち
商
品
名
「
Ａ
カ
ー
ド
」
及
び
「
α
倶
楽
部

カ
ー
ド
」
に
係
る
事
業
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
甲

の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六

日
に
終
了
し
て
お
り
、
乙
は
会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
第

三
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
を
経
ず
に
こ
の
会
社
分

割
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
を
提

出
済

平
成
二
十
一
年
七
月
十
三
日

大
阪
府
吹
田
市
豊
津
町
九
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
プ
ラ
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
ロ
ー
ン

代
表
取
締
役

常
峰

仁

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
一
丁
目
一
七
番
二
六
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
プ
ラ
ス

代
表
取
締
役

常
峰

仁

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
三
日

千
葉
市
緑
区
お
ゆ
み
野
南
六
丁
目
三
七
番
地
二
二

合
同
会
社
ソ
ユ
ー
ズ

代
表
社
員

鈴
木

勝
也

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
七
月
十
三
日

東
京
都
中
央
区
築
地
五
丁
目
二
番
一
号

合
資
会
社
す
し
処
お
か
め

代
表
社
員

齋
藤
智
恵
子

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
九
百
万
円
減
少
し
、
百

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
九
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
一
年
七
月
八
日

掲
載
頁

九
十
六
頁
（
号
外
第
一
四
四
号
）

平
成
二
十
一
年
七
月
十
三
日

兵
庫
県
伊
丹
市
東
有
岡
五
丁
目
二
〇
番
地

ワ
ー
ル
ド
フ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

堀

雄
二
郎

警
察
共
済
組
合
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和

3
7年
法
律
第

1
5
2号
）
第
５
条
第
９
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
察
共
済
組
合
定

款
の
一
部
変
更
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成

2
1
年
７
月

1
3
日

警
察
共
済
組
合

警
察
共
済
組
合
定
款
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

平
成

2
1
年
７
月
３
日

警
察
共
済
組
合
理
事
長
佐
藤
英
彦

別
表
（
第
３
条
関
係
）
千
葉
県
支
部
の
項
中
「
市
場
町
１
番
２
号
」
を
「
長
洲
１
丁
目
９
番
１
号
」
に
改
め
る
。

附
則

こ
の
変
更
は
、
公
告
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
2
1年
６
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。
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